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す。それが、主の十字架、死、りという事実で

した。そのູޔの中で、ユダヤ人たちが自分たち

をも捕まえに来るのではないかというູޔに包ま

れて、鍵をかけた部屋にみんなで隠れて過ごして

いました。

ȌȕȽȲȟȲȾ֪ࢲȟȕɞɛșȾȍ

のただ中に弟子たちが置かれていることູޔ　

を、復活の主イエス・キリストはよくご存じでし

た。ですから、弟子たちのただ中に現れられたと

き、すぐにこうおっしゃいました。

　「あなたがたに平和があるように」と。

　このՕग़はユダヤ人たちの通常のՕग़でもあり

ます。「ご機嫌いかがですか。お元気ですか」と

いうごく一般的なՕग़です。でも、ご自身の手と

わきໜとをお見せになったのち、再びおっしゃい

ました。「あなたがたに平和があるように」と。

　ですから、単なるՕग़以上に、「あなたがたに

平和があるように」という言葉には、弟子たちに

平和、平安、喜びを与える力がありました。

　復活の主イエス・キリストが、あの十字架にか

かって、死んで、られた御方であることを、弟

子たちは、その傷を見ることによって確認させら

れました。その御方が今目の前におられる。そし

て、「あなたがたに平和があるように」と言って

御自身の復活の御姿を現わしておられる。その事

実に触れ、弟子たちは喜びました。

　イエス様の復活のお体は、不思議な体です。鍵

をかけた部屋のただ中に入ってくることのできる

不思議な体です。でも、触ることもできる体です

から、ࡖのような体ではありません。エマオにい

らしたかと思うと直ちにエルサレムに現れること

ができる栄光の復活の御体です。

ȌᐥɥՙȤɛȍ

　復活の主イエスは、弟子たちに息をきかけ、
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ȌɁқɔɁஓɁ۵ȍ

　復活の主イエス・キリストが弟子たちに、その

復活の姿を現わされたのは、週の初めの日の夕方

でした。

　週の初めの日の朝早くに、十字架におかかりに

なり、死んで、られた主イエス・キリストは復

活されました。その同じ朝早くに、女性の弟子た

ちに、復活の主イエス・キリストはご自身が復活

されたことをお示しになりました。その女性の弟

子たちは、ޔれつつも喜びに満たされて、男性の

弟子たちにその復活の出来事を知らせました。

　エマオに向かう二人の弟子たちにも、復活の主

イエスは共に道を歩まれつつ、ご自身を現わされ

ました。これも週の初めの日の午後、夕༥れ近く

のことです。

　主の復活の事実をいくつかの場面で、復活の主

イエス・キリストは弟子たちに現わされました

が、弟子たちがあつまっているそのただ中にご自

身を現わされたのは、その週の初めの日の夕方で

した。週の初めの日の朝から夕方にかけて何度も、

ご自身が復活されたことを主はお示しになりまし

た。でも、決定的にお示しになったのは、その日

の夕方、弟子たちが一つの家の部屋に集まってい

た時でした。

　こうして、週の初めの日に、しかもその夕方に

複数の弟子たちが集まっているただ中にご自身の

復活の御姿を現わされることにより、復活の事実

を決定的にお示しになりました。

Ȍʰʊʮ̷Ȳȴɥঃɟȹȍ

　弟子たちはユダヤ人たちをޔれて、部屋に鍵を

かけて隠れるようにして、その時を過ごしていま

した。主イエスの十字架、死、りという事実が、

彼らの心にູޔを生んだからです。ޔろしいまで

の厳ੁな事実を弟子たちは目の当たりにしたので
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「聖霊を受けなさい」とおっしゃいました。もち

ろん、最終的に聖霊が天から送られ、弟子たちが

聖霊に満たされるのは、五祭の日、すなわち、

ペンテコステの日です。しかし、その日が来る前

に、復活の主イエスは、聖霊が送られ、弟子たち

が聖霊に満たされて、復活の主と共に働くことを

予告されます。

Ȍ˿ɮɲʃȞɜᣞɜɟȹȢɞᐥȍ

　主イエスから、その聖霊は送られてくることを

ここで主は教えておられます。ヨハネ14:16,17

で、主はこうおっしゃっています。「わたしは父

にお願いしよう。父は別の弁護者を遣わして、永

遠にあなたがたと一緒にいるようにしてくださ

る。この方は、真理の霊である」と。また14:18

では、「わたしは、あなたがたをみなしごにはし

ておかない。あなたがたのところに戻って来る」

ともおっしゃっています。父と御子から送られて

来る聖霊は、見えざる聖霊というお姿で、再び弟

子たちのところにいらっしゃる、イエス様そのも

のでもあるのです。息をきかけ、聖霊を受けよ、

と主がおっしゃったのは、聖霊はご自分から送ら

れてくること、さらには、聖霊とはご自分の息、

ご自分そのものであられることを示しておられま

す。

ȌअފȲȴɁΈ֤ȍ

　聖霊を受けよと、息をきかけられた弟子たち

ですが、二つの使命が言い渡されています。

　一つは、「わたしもあなたがたを遣わす」とい

う派遣される使命です。

　もう一つは、「だれの罪でも、あなたがたが赦

せば、その罪は赦される」という、罪の赦しを伝

え、信じる者に罪の赦しを宣言する使命です。

　この使命はキリスト者個々人に与えられている

ものであると同時に、教会に与えられている使命

であると考えられます。

　この使命については、復活の主イエスは、ルカ

福音書24:46以降でもこう言われています。

　「次のように書いてある。『メシアは苦しみを受

け、三日目に死者の中から復活する。また、罪の

赦しを得させる悔い改めが、その名によってあら

ゆる国の人々に述べ伝えられる』と。エルサレム

から始めて、あなたがたはこれらのことの証人と

なる。わたしは、父が約束されたものをあなたが

たに送る。高い所からの力にໞわれるまでは、都

にとどまっていなさい」。

　私たちが主イエスから頂いたものは、罪の赦し

です。罪赦されて、父なる神様との間柄が回復さ

れ、永遠に父子の間柄の中を生き続ける、永遠の

関係・交わりが与えられました。それを私たちは、

「罪の赦しと永遠の命」と、表現しています。

　「罪の赦しと永遠の命を与えるために世に来て、

十字架にかかり、死んでられ、三日目に死人の

うちからᝠられた、このイエス様ご自身を証言す

る力を、聖霊によって与える」。そのようにイエ

ス様は約束されました。聖霊を受けた私たち、出

て行って、「イエス様による罪の赦し・体のᝠり・

永遠の命を信じます」というメッセージを伝える。

これが、私たちキリストの教会に与えられている

使命です。教会は、この使命に応えるものとなり、

全世界にこの使命を伝える者となる。これがイエ

ス様の御約束です。使徒言行録1:8で、こう主は

お約束されています。

　　「あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたが

たは力を受ける。そして、エルサレムばかりで

なく、ユダヤとサマリアの全土で、また、地の

果てに至るまで、わたし（イエス）の証人とな

る」。

Ȅȅ

　キリストの教会とそれにつながる、私たち一人

一人は、聖霊を受け、身近なところから始まって、

世界中に出て行って、イエス・キリストの福音を

伝える者とされています。この使命に生きるとき、

教会は、また、それにつながる私たち一人一人は、

存在の意義を発ܞし、輝かすことができます。出

て行って、「罪の赦しと永遠の命を受けなさい」と、

十字架と復活の主イエス・キリストを証しする者

となりましょう。　　	 （ՠ田高）
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ȌɁқɔɁஓɁ۵ȍ

　週の初めの日の朝早くに、十字架におかかりに

なり、死んで、られた主イエス・キリストは復

活されました。その同じ朝早くに、女性の弟子た

ちに、復活の主イエス・キリストはご自身が復活

されたことをお示しになりました。その女性の弟

子たちは、ޔれつつも喜びに満たされて、男性の

弟子たちにその復活の出来事を知らせました。

　でも多くの男性の弟子たちは、女性の弟子たち

の言うことを信じられませんでした。そんな男性

の弟子たちも集まっているところに、イエスさま

は、復活の御姿を現わされたのです。

　そのとき、弟子たちはユダヤ人たちをޔれて、

部屋に鍵をかけて隠れていました。主イエスの十

字架と死を目の当たりにした弟子たちは、ູޔの

思いでいっぱいになっていたからです。

ȌȕȽȲȟȲȾ֪ࢲȟȕɞɛșȾȍ

　そのようにູޔのただ中に弟子たちが置かれて

いることを、復活の主イエス・キリストはよくご

存じでした。ですから、弟子たちのただ中に現れ

られたとき、すぐにこうおっしゃいました。

　「あなたがたに平和があるように」と。

　このՕग़はユダヤ人たちの通常のՕग़でもあり

ます。でも、ご自身の手とわきໜとをお見せになっ

たのち、再びおっしゃいました。「あなたがたに

平和があるように」と。

　ですから、単なるՕग़以上に、「あなたがたに

平和があるように」という、復活のイエスさまの

言葉は、弟子たちに平和、平安、喜びを与えまし

た。

　イエス様の復活のお体は、不思議な体です。鍵

をかけた部屋のただ中に入ってくることのできる

不思議な体です。でも、触ることもできる体で、

のような体ではありません。エマオにいらしたࡖ

かと思うと直ちにエルサレムに現れることができ

る栄光の復活のお体です。

ȌᐥɥՙȤɛȍ

　弟子たちに現れてくださった、復活の主イエス

は、弟子たちに息をきかけ、「聖霊を受けなさい」

とおっしゃいました。もちろん、最終的に聖霊が

天から送られ、弟子たちが聖霊に満たされるのは、

五祭の日、すなわち、ペンテコステの日です。

しかし、復活の主イエスは、聖霊が送られ、弟子

たちが聖霊に満たされて、復活の主と共に働くこ

とをあらかじめ予告されます。

　ここでイエスさまがお教えになりたいことは、

主イエスさまから、その聖霊は送られてくること

です。ヨハネ14:16,17で、主はこうおっしゃっ

ています。「わたしは父にお願いしよう。父は別

の弁護者を遣わして、永遠にあなたがたと一緒に

いるようにしてくださる。この方は、真理の霊で

ある」と。また14:18では、「わたしは、あなた

がたをみなしごにはしておかない。あなたがたの

ところに戻って来る」ともおっしゃっています。

父と御子から送られて来る聖霊は、実は、目に見

えない聖霊というお姿で現れるイエスさまなので

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

　聖霊を受けたわたしたちキリストの教会は、十字架につけられ、死んで、られ、三日目に死人のう

ちからᝠられた、復活の主、イエス・キリストを証言する者です。

　この使命に応えて生きる者となることを伝えたい。

聖霊を受けなさい
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す。

ȌअފȲȴɁΈ֤ȍ

　聖霊を受けよと、息をきかけられた弟子たち

には、二つの使命が与えられました。

　一つは、「わたしもあなたがたを遣わす」とい

う派遣される使命です。もう一つは、「だれの罪

でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される」

という、罪の赦しを伝え、信じる者に罪の赦しを

宣言する使命です。この使命はキリスト者個々人

と、教会に与えられている使命です。

　この使命については、復活の主イエスは、ルカ

福音書24:46以降でもこうおっしゃっています。

　「次のように書いてある。『メシアは苦しみを受

け、三日目に死者の中から復活する。また、罪の

赦しを得させる悔い改めが、その名によってあら

ゆる国の人々に述べ伝えられる』と。エルサレム

から始めて、あなたがたはこれらのことの証人と

なる。わたしは、父が約束されたものをあなたが

たに送る。高い所からの力にໞわれるまでは、都

にとどまっていなさい」。

　私たちが主イエスから頂いたものは、罪の赦し

です。罪赦されて、父なる神様との間柄が回復さ

れ、永遠に父子の間柄の中を生き続ける、永遠の

関係・交わりが与えられました。それを私たちは、

「罪の赦しと永遠の命」と、表現しています。

　「罪の赦しと永遠の命を与えるために世に来て、

十字架にかかり、死んでられ、三日目に死人の

うちからᝠられた、このイエスさまご自身を証言

する力を、聖霊によって与える」。そのようにイ

エスさまは約束されました。

Ȍଡ଼͢ɁΈ֤ȍ

　出て行って、「イエスさまによる罪の赦し・体

のᝠり・永遠の命を信じます」というメッセージ

を伝える。これが、私たちキリストの教会に与え

られている使命です。教会は、この使命に応えて、

全世界にこの使命を伝える者となる。これがイエ

スさまの御約束です。使徒言行録1:8で、こう主

はお約束されています。「あなたがたの上に聖霊

が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エ

ルサレムばかりでなく、ユダヤとサマリアの全土

で、また、地の果てに至るまで、わたし（イエス）

の証人となる」と。

Ȍ˰ႜɁȹɑȺȍ

　キリストの教会とそれにつながる、私たち一人

一人は、イエスさまから聖霊をいただいています。

聖霊という見えない姿のイエスさまが、私たちの

うちに住んでくださっています。

　そんな私たちは、私たちの身近なところから始

まって、世界中に出て行って、イエス・キリスト

の福音を伝える者とされています。

　近い所では、まずおうちからです。おうちの中

にまだイエスさまのことを信じていない人がいた

ら、伝えてあげましょう。「私がイエスさまを信

じるのは、私の罪が赦されるためなの。罪が赦さ

れると、安心して天地の造り主である父なる神様

にお話ができるようにされるの。罪赦されて、い

つまでも神様の子どもにされるからなの。病気に

なっても、何か失敗しても、死ぬ時が来ても、死

んだ後でも、イエスさまによって、父なる神様と

私の親子関係はずっと続くの。だから私は、イエ

スさまを私の救い主として信じているの」と。

　もう少し離れたところでは、学校のお友だちに

もそのことを伝えてあげましょう。そして、もっ

と大きくなったら、日本の中だけでなく、世界中

に出て行って、このことを伝えてあげましょう。

そのために私たちは、イエスさまを信じて、イエ

スさまから聖霊をいただいています。目に見えな

い聖霊という姿のイエスさまが私たちのうちに住

んでいて、「罪の赦しの福音を世界中に知らせな

さい」と励ましてくださっています。	（ՠ田高）

	Ȭ今週の暗聖句ȭ	 ヨハネによる福音書	20章21～23節

父がわたしをお遣わしになったように、わたしもあなたがたを遣わす。

……聖霊を受けなさい。だれの罪でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。
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	 5月15日	 聖霊を受けなさい	 小学科下級

ʲʙʗȾɛɞᇩᬩంǽ20ቛ1�～2�ኮɥᝣɒɑȪɚșǿ

1.	そのひとはなんようびですか？

2.	でしたちはなぜユダヤ人をこわがっていたのでしょう？

3.	そこへイエスさまがあらわれて何といわれましたか？

4.	でしたちはイエスさまにお会いしてどうおもいましたか？

5.	イエスさまはでしたちにいきをふきかけてくださいました。そのいきとは何ですか？

6.	イエスさまがあたえてくださったしめいは何ですか？（2つ）
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	 5月15日	 聖霊を受けなさい	 中学科

ʲʙʗȾɛɞᇩᬩంǽ20ቛ1�～2�ኮɥᝣɒɑȪɚșǿ

1.	その日（週のはじめの日）とは何曜日ですか？

2.	弟子たちはなぜユダヤ人をޔれていたのですか？

3.	そこへイエス様が現れて何と言われましたか？

4.	弟子たちはイエス様にお会いしてどう思いましたか？

5.	イエス様は弟子たちに息をきかけてくださいました。それは何だと書かれていますか？

6.	イエス様が与えてくださった使命は何ですか？（2つ）


